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V17a ALMAバンド 10受信機開発の進捗状況 II
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我々は、ALMA計画の最高周波数帯（787-950 GHz）であるバンド 10カートリッジ受信機の開発を行ってい
る。現在、Qualification Modelの実現を目指しており、その主な構成要素となる低雑音 SISミキサー、第一局部
発振器、冷却光学系及び構造体、広帯域 IF系に対して精力的に開発・検討を進めている。また、受信機構成部品
や受信機本体等の性能評価試験装置も開発中である。以下にこれまでの開発状況を示す。
１）固定同調式局部発振器を構成・評価した結果、バンド 10の周波数領域において 10～20uW程度の出力が
可能と考えられる。また、本発振器を用いた受信機雑音温度評価なども併せて行った。
２）LO評価結果に基づき、最も重要な要素である SISミキサーのデザイン確定に向け、各機関が協力的に開発
を進めている。
３）室温動作の 800GHz帯コンポーネント評価装置の開発を行っている。約 70dB程度のダイナミックレンジ
を達成しており、XYステージを用いることによってホーンアンテナなどの光学系の評価も可能となっている。
４）冷却光学系（野原他、本年会）及び構造体（鈴木他、本年会）の設計、製作を行っており、３）の装置や
３次元測定器による評価を進めている。
詳細は講演の際、述べる。


